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異
常
な
少
雨
と
高
温
が
続

く
最
中
の
７
月
23
日
、
新
潟
県

上
越
市
の
「
有
限
会
社
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
ー
ム
清
里
」
へ
視
察
訪

問
し
、
代
表
の
保
坂
一
八
さ
ん

か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
農
業
法
人
は
、
水
稲

２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
主
に
18

名
の
従
業
員
で
営
農
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
取
扱
農
産
物
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
か
な
り
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
価
格
で
展
開
し
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
稲
作
に
お
い
て
は
、
作
付
ほ

場
の
栽
培
管
理
を
全
て
従
業
員

個
人
に
割
り
当
て
、
収
穫
量
、

品
質
を
競
い
合
わ
せ
、
栽
培
技

術
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

経
営
の
多
角
化
に
向
け
て

は
、
従
業
員
の
提
案
に
よ
る

ワ
イ
ン
用
葡
萄
や
食
用
葡
萄

栽
培
、
ま
た
、
令
和
７
年
度

（
２
０
２
５
年
度
）
か
ら
は
畜

産
（
清
里
牛
）
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

　
代
表
の
保
坂
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
従
業
員
も
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
挑
戦
し

た
結
果
、
決
算
で
利
益
が
出

れ
ば
社
員
に
特
別
ボ
ー
ナ
ス
が

支
給
さ
れ
る
ル
ー
ル
だ
そ
う
で

す
。（
ち
な
み
に
給
料
体
系
は

地
元
の
市
役
所
と
同
一
だ
そ
う

で
す
）

　
ま
た
、
国
か
ら
の
助
成
金
制

度
を
活
用
す
る
た
め
の
思
考
を

重
ね
、
多
面
的
機
能
支
払
制

度
等
に
よ
る
水
路
、
農
地
の

保
全
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
助

成
金
を
有
効
利
用
し
て
い
る
な

ど
、
例
を
上
げ
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
日
々
、ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
視
察

を
終
え
て
感
じ
た
こ
と
は
、
有

限
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
清

里
は「
す
ご
い
！
」の
一
言
で
す
。

何
と
か
真
似
し
て
我
々
も
、
中

山
間
地
の
耕
作
地
を
守
り
た
い

　

飯
山
地
区
は
市
街
地
を
含

み
な
が
ら
も
、
多
く
の
小
規
模

農
地
が
点
在
す
る
地
域
で
す

が
、
千
曲
川
に
沿
っ
た
堤
内
農

地
や
木
島
地
区
側
の
堤
外
農

地
も
一
部
飯
山
地
籍
で
あ
る
こ

と
、
地
区
北
部
の
有
尾
に
広
が

る
田
畑
や
県
道
飯
山
斑
尾
新

井
線
沿
い
の
山
間
部
に
も
広
く

農
地
が
あ
り
ま
す
。

　
『
地
域
計
画
』
と
は
、
将
来

に
向
け
て
大
切
な
農
地
を
守

り
、
そ
の
地
域
の
将
来
の
農
業

の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
の
か
地
域
の
農
業
者

を
中
心
に
地
区
全
体
で
考
え
て

い
く
も
の
で
す
。
何
も
し
な
け

れ
ば
、
た
だ
た
だ
個
々
の
農
業

者
の
離
農
が
進
み
、
荒
れ
果
て

た
農
地
が
増
え
る
一
方
で
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
農
業
関
係
者

で
話
し
合
い
、
相
互
理
解
の
も

と
で
農
業
を
含
め
た
地
域
全
体

の
土
地
利
用
を
考
え
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
農
地
は
長
年
に
わ
た
り
そ
の

売
買
に
は
制
限
が
設
け
ら
れ
る

等
、
農
地
を
守
っ
て
い
く
た
め

の
施
策
が
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
今
の
人
口
減

少
や
離
農
の
実
情
に
即
し
、
農

地
の
売
買
に
お
け
る
制
限
は
緩

和
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
農

業
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
現
在
農
業
を
担
う

人
々
の
高
齢
化
は
否
め
ず
、
将

来
の
農
地
の
利
活
用
を
「
今
」

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
飯
山
地
区
で
は
、
ま
ず
現
状

を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と

を
大
前
提
に
目
標
地
図
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

農
地
を
所
有
す
る
認
定
農

業
者
、
新
規
就
農
者
の
他
、
中

間
管
理
機
構
よ
り
農
地
を
借

り
て
い
る
農
業
者
等
を
軸
に
、

10
年
後
の
耕
作
の
可
能
性
を
鑑

み
、
75
歳
以
下
の
農
業
者
、
自

作
・
借
入
面
積
又
は
水
稲
生
産

計
画
書
で
作
付
面
積
が
10
ア
ー

ル
以
上
の
農
業
者
等
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
名
簿
作
成
し
、
そ

れ
を
も
と
に
地
図
に
落
と
し
込

む
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
飯
山
地
区
の
地
域
計
画
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
飯
山
地
区
の
課
題
は
、
小
規

模
な
農
地
が
多
く
、
温
暖
化

の
影
響
に
よ
る
生
産
量
の
減
少

や
、
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
等
に

よ
る
離
農
が
更
に
進
む
だ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
地

区
内
に
点
在
す
る
農
地
の
集
約

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
区
内
で
担
い
手
を
確
保
で
き

な
い
農
地
に
関
し
て
は
、
農
地

中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
、
地

区
外
も
含
め
新
規
就
農
者
や

農
業
法
人
等
も
視
野
に
入
れ
た

多
様
な
経
営
体
へ
の
貸
付
を
検

討
す
る
な
ど
、
将
来
に
向
け
た

農
地
の
維
持
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　　

地
域
計
画
は
、
一
度
作
成
し

て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飯
山
地
区
の
地
域
計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

飯
山
地
区
農
業
委
員　
高
澤　
富
士
子

地 域 計 画  ― 地 域 の 農 業 を 守 る ―
シ　リ　ー　ズ 

『地域計画』とは・・・
10年後、地域の農業をどんな農業にしていきたいか、大切な農地を、どう守り、次の世代につ
ないでいくのかを地域の（そこに住んでいる）農業関係者等で話し合い、目指すべき将来の農
地利用の姿（目標地図）を明らかにする計画です。

7月 10日
23日
26日
〃　

8月  7日
26日
27日

農業委員会役員会
管内視察
7月農業委員会総会
農業振興農政対策委員会・情報委員会
農業委員会役員会
北信州農村女性のつどい
8月農業委員会総会

あ し あ と　7・8 月 の 活 動 記 録

▲会社が管理する農地を示す地図

農
業
委
員
会
長

12
年
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　
　

  

松
永　
晋
一

　　

農
業
委
員
会
で
は
、
県
下

19
市
の
中
で
一
番
先
に
取
り

組
め
た
こ
と
が
４
つ
あ
り
ま
し

た
。

①
農
地
取
得
に
係
る
、
農
振

農
用
地
以
外
の
農
地
下
限

面
積
を
緩
和

　

移
住
希
望
者
が
家
ま
わ
り

　
の
農
地
と
建
物
を
一
体
的
に

　
取
得
で
き
、
移
住
促
進
に
つ

　
な
が
っ
た
。

②
非
農
地
判
定
の
通
知
発
出

山
林
化
し
た
農
地
の
登
記

地
目
の
非
農
地
化
を
進
め
、

農
地
台
帳
の
整
備
を
進
め

た
。

③
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

　
研
修
視
察
報
告
　「
有
限
会
社
　
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
清
里
」　
藤
本 

英
喜

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
で
、
紙
の

地
図
に
比
べ
、
現
地
及
び
机

上
で
の
作
業
効
率
が
格
段
に

上
が
り
ま
し
た
。

④
女
性
会
長
の
選
出
お
よ
び

委
員
会
22
名
の
内
の
女
性

委
員
が
７
名
、31・８（
パ
ー

セ
ン
ト
）
は
ト
ッ
プ

　
こ
れ
ら
は
、
委
員
会
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
成
果
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
活
動
い
た

だ
い
た
農
業
委
員
を
は
じ
め
、

農
業
生
産
に
携
わ
る
農
家
や
関

係
者
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

▲ブドウ畑を見学

　
松
永
晋
一
さ
ん
は
、
農
業
委
員
会

長
を
12
年
間
努
め
ら
れ
、
飯
山
市

表
彰
式
に
お
い
て
功
労
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
前
農
業
委
員
会
長  

松
永
晋
一
さ
ん
が

　
　
　
　 

　 

飯
山
市
か
ら
功
労
賞
を
受
賞

常
に
地
域
で
話
し
合
い
を
続

け
、
目
指
す
べ
き
農
業
の
姿
に

向
け
て
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　7月 27 日に雪と寺のまちシンボル広場
で開催された軽トラ朝市では、軽トラ 6
台が並び、各地より出店者が集まり、ナス、
ズッキーニ、ブルーベリーなど自慢の農
産物や加工品などを持ち寄っていただき
ました。暑い中でしたが、来場者は 60名
ほどで、いつも通りの顔ぶれの人たちに
加えて小さな子どもを連れた若いご家族
が多く、賑やかに買い物をしていました。

11 月の開催に向
けて、秋野菜の販
売ができるように
頑張っていきたい
と思います。

～飯山地区農業再生センター主催～

いいやま軽トラ朝市を開催しました。

も
の
で
す
。
代
表
曰
く
、
飯
山

で
も
出
来
ま
す
、
と
の
こ
と
で

し
た
。


